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２０２０１３１３年年３３月期月期 第２四半期決算第２四半期決算

+529.2

+417.3

+736.6

△7.6

+19.5

△1.0

+2.4

増減率

+60

+92

+87

△23

+63

△16

+46

増減額

計画比

0.6

1.1

0.6

15.9

16.5

83.5

100.0

構成比

11

22

11

314

326

1,647

1,973

金 額

2013年3月期
第2四半期
（期初予想）

+8.4

+1.2

+18.0

+4.2

+7.4

+3.9

+4.5

増減率

前年対比
2013年3月期
第2四半期

（実績）

2012年3月期
第2四半期

(実績）

3.6

5.7

4.9

14.4

19.3

80.7

100.0

構成比

+15994.484営業利益

+11155.9113経常利益

+1129014.4278販管費

+872,020100.01,932売上高

66

362

1,569

金 額

+5723.4当期純利益

+2638918.8売上総利益

+601,63081.2売上原価

増減額金 額構成比

（単位：百万円、％）

◆売上高 ・・・稼働人員、技術料金、稼働時間が上昇し、4.5％の増収。
◆営業利益 ・・・売上高の増加、技術料金の上昇、稼働時間の増加等により、

利益率が改善し前年同期比で18.0％の増益。
◆経常利益 ・・・業績改善に伴い雇用調整助成金収入が減少したが、営業利益の増益もあり、

前年同期比1.2％の増益となった。
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稼 働 率

稼 働 時 間

技 術 料 金

期末技術者数

※上記技術料金は受託開発部門を除いております

主要指標対前年度比較主要指標対前年度比較

2013年3月期
第2四半期

92.2％

9.25Ｈ/人・日

2012年3月期
第2四半期

93.1％

9.15Ｈ/人・日

3,623円/Ｈ3,549円/Ｈ

584人573人

前年同期比

△0.9ｐ

+0.10H/人・日

+74円/Ｈ

+11人

①稼働率 ・・新卒採用を再開し、期初に稼働率が低下した影響もあり前年同期比0.9ｐ減。

②技術料金・・適正な技術料金への展開を進めており、前年同期比74円/H増。
③稼働時間・・前年は電力不足問題から低下していたが、徐々に増加傾向にある。

④技術者数・・新卒技術者及び中途技術者の採用を再開し、前年同期比11人増。
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※稼働率（％）＝稼働技術者数/技術社員総数*100

（％）

稼働率推移（3ヵ年）

新卒除く

新卒含む

94.8

94.8

3月

95.2

95.2

2月

94.7

94.7

1月

94.5

94.5

12月

94.5

94.5

11月

93.5

93.5

10月

93.993.892.994.094.093.292.893.592.593.094.092.894.395.794.194.294.091.989.188.886.783.181.376.1

93.993.692.292.891.689.092.893.592.593.094.092.894.395.794.194.294.091.989.188.886.783.181.376.1

7月 8月 9月4月 5月 6月9月8月7月6月5月4月3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月

88.8%94.0%84.0%

通 期下 半 期上 半 期

2011年3月期

93.8%94.5%93.1%

通 期下 半 期上 半 期

2012年3月期

92.2%

上 半 期

2013年3月期

※2010年4月及び2011年4月には新卒入社がないため、

「新卒含む」と「新卒除く」稼働率は同数値となっております。



売 上 高

金額 百分比

2012年3月期 （実績）

3,952 100.0

営 業 利 益

経 常 利 益

当期純利益

154

208

101

3.9

5.3

2.6

金額

4,170

158

166

93

百分比

100.0

3.8

4.0

2.2

前期比増減率

+5.5

+2.5

△20.4

△7.4

2013年3月期 通期予想

（単位：百万円、％）

２０１３２０１３年３月期年３月期 通期通期業績予想業績予想
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各指標とも堅調な推移が見込めるものの、景気の停滞感により先行きには慎重さが必要と考え
られることや、リーマンショック以降の人件費圧縮から、未だ回復し切れていない社員給与への
還元も踏まえ、通期の業績予想は変更しない。

本資料について本資料について

本資料は、当社の企業説明に関する情報の提供を目的としたも

のであり、当社が発行する有価証券の投資を勧誘することを目

的としたものではありません。また、本資料は2012年11月13日

現在のデータ等に基づいて作成されております。本資料に記載

された意見や予測等は資料作成時点の当社の判断であり、その

情報の正確性、完全性を保証し、または、約束するものではなく、

今後、予告なしに変更されることがありますので予めご了承くだ

さい。
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本資料に関するお問い合わせ先

株式会社ヒップ株式会社ヒップ

IRIR担当担当
〒〒220220--00030003 横浜市西区楠町横浜市西区楠町88--88

TEL:TEL: 045045--328328--10001000

FAX:FAX: 045045--323288--10011001

EE--mail:mail: ir@hipir@hip--pro.co.jp pro.co.jp 

URL:URL: http://www.hiphttp://www.hip--pro.co.jppro.co.jp

お問合せ先お問合せ先
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